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二相流の流動様式が泥岩の変形に与える影響の検討
Influence of flow pattern of two-phase fluid flow on deformation of mudstones
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二酸化炭素地中貯留においては，地中への二酸化炭素の圧入に伴い岩盤が変形するため，地表面変動が発生し
うる。従って，地表面変動を予防もしくは制御するために，二酸化炭素の浸入に伴う岩盤の変形の理解が必要
となる。本研究では，岩盤を構成する岩石の一つである泥岩について，二酸化炭素が浸入した場合の変形を理
解するために，室内実験を実施した。具体的には，水で飽和した円柱形試料（上総層群梅ヶ瀬層の泥岩）に対
して，静水圧応力条件下において下端から空気を圧入する実験を実施し，試料の中央の高さにおける軸ひずみ
と周ひずみを計測した。二相流動と変形の連成過程を解く数値シミュレータ（愛知，2010）を用いて，現実的
なパラメータ設定の下で実験の数値シミュレーションを試みた結果，実験から得られた値よりも大きいひずみ
が得られた。実験で用いた泥岩の間隙径分布と実験で設定した間隙流体圧に関する条件からは，実験において
は空気が選択的な流路を形成しつつ試料中を流動した可能性が考えられた。一方，数値シミュレーションにお
いては，二相流体は均質な試料中をDarcyの法則に基づき流動し，選択的な流路は試料中に形成されな
かった。以上の結果は，二相流の流動様式が泥岩の変形に影響を与える可能性があることを示唆していると言
える。 
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